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10月 17日(金)の予定 

休 会(クラブ定款 ) 

10月 24日(金)の予定 

夜間例会・秋の味覚例会 

ＭＡＴＳＵＭＯＴＯ ＥＡＳＴ 

ＲＯＴＡＲＹ ＣＬＵＢ 

委員長/福田雅春  

副委員長/北澤清隆 委員/土屋久 

籾山志基 百瀬敏男 太田隆治 

 

２０２５－２０２６年度会報 

会長／村山智計 幹事／吉池裕一 

 事務所／松本市深志 1-1-21 中田歯科ビル 5F 

TEL:0263-36-7737 FAX:0263-36-6009 

例会場/ホテルブエナビスタ 例会日/金曜日 12:30

～ 

通常例会        ホテル・ブエナビスタ 

司会          太田隆治会場監督委員 

点鐘 12:30           村山智計会長 

国歌「君が代」「奉仕の理想」 斉唱 

【ゲスト】米山奨学生 

鄭 佳妮（ﾃｲ ｶﾆ）様 

 

 

【今月の祝・表彰】☆会員誕生：永田利行君     

☆夫人誕生：眞峯透君、福田雅春君 

☆結婚祝：北澤清隆君、百瀬敏男君、土屋久君、塚

田広行君 

☆皆出席：井上保君、北村孝一君（41 年）飯嶌司

君（8年）小笠原信隆君、舘島豪君（7年） 

会長挨拶   村山会長 

 10月は「米山月間」です。 

米山奨学金は、日本のロータリ

ーが誇る民間最大の奨学制度

です。1952 年に創設され、70

年以上の歴史があります。日

本に学びに来た留学生を支援し、国際理解と友好を深め

ることを目的としています。これまでに累計 6 万人以上の

奨学生を受け入れ、卒業生は研究者や経済人、政治家、

文化人として世界各地で活躍し、日本と母国を結ぶ架け

橋となっています。現在は年間約 4 億円の奨学金が給付

され、全国で 800 人前後の留学生が支援を受けています。 

米山奨学金の特色は、経済的な援助にとどまらず、ロ

ータリアンがカウンセラーとして交流を深め、家族のように

支える点です。例会や地域活動を通じて日本の文化を体

験し、人と人とのつながりを築いていきます。国際親善と平

和に大きく寄与する、ロータリーを代表する事業です。 

米山奨学金は、単なる奨学金ではありません。国際交

流を広げ、地域に新しい風を吹き込み、世界と松本を結

ぶ大切な事業です。 

また、10 月は「経済と地域社会の発展月間」でもありま

す。松本市は人口減少や中心市街地の空洞化といった

課題を抱える一方で、製造業や観光、芸術文化といった

強みも持っています。国際的な人材との交流は、そうした

課題に新しい視点をもたらし、地域の発展にもつながりま

す。本日の卓話を通じ、その意義を改めて確認し、奉仕の

心を新たにしてまいりましょう。 

幹事報告              吉池幹事 

１．10月のロータリーレートは 1㌦１４９円です。  

２．本日「米山記念奨学事業豆辞典」の冊子を配布いたし

ました。ご一読ください。 

３．例会変更は、引き続き現在どのクラブもビジター受付

は実施されていません。ご了承下さい。       

出席委員会報告          小畑委員長 

本 日 10月 3日 欠席 2名   出席率約 93.3％ 

ニコニコＢＯＸ報告           望月委員長 

・ようやく一時退院出来ました。11 月に本番の手術が控

えています。中田君 

・雑誌評論と 10月の米山月間を行います、土屋君 

・鄭佳妮さんの卓話、乞うご期待！福田君 

〔会員誕生〕永田君 〔夫人誕生〕眞峯君、福田君 

〔結婚記念〕塚田君、土屋君、百瀬敏男君、北澤君 

〔皆出席〕井上君、北村君、舘島君、小笠原君、飯嶌君 

〔前回欠席〕斉川君 〔何となく〕籾山君、吉池君 

〔写真掲載〕村山君、小畑君 

【中田会員、小畑会員より挨拶】 
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☆☆☆ 本日のプログラム ☆☆☆ 

司会                 越場プログラム委員 

【雑誌評論・米山特集】 

土屋久米山委員長 

 

 

 

 

米山奨学生：鄭佳妮さん卓

話「私の故郷・武漢の紹介」 

今日は私の故郷である湖北

省武漢市についてご紹介させ

ていただきます。武漢の基本

的な概要です。武漢の人口は約 1380万人、面積は約

8569平方キロメートルで、東京から飛行機の直行便で

約４時間がかかります。映像でご覧いただいた通り、武

漢の交通は非常に便利です。なぜかというと、武漢は長

江とその支流の漢江の合流地点に位置しているからで

す。だから、武漢は古代から、水運や陸運が発達してい

て、周辺都市を結ぶ機能を果たしてきました。 

皆さんは「三国志」をご存じだと思います。日本でも漫

画やゲーム、映画などでとても人気がありますね。実は、

私の故郷・武漢とその周辺は、この三国志と深いつなが

りがあります。まず一番有名なのは、「赤壁の戦い」で

す。西暦 200年ごろ、曹操は北方を統一して強大な軍

事力を持ちました。その勢いで南に進み、中国全土を

支配しようとしました。そこで孫権とまだ小勢力の劉備 2

人は同盟を結び、力を合わせて曹操と戦うことにしまし

た。曹操は大敗しました。この戦いで、曹操は北、孫権

は東南、劉備は西南にそれぞれの勢力を確立しました。

その後、中国は魏・呉・蜀の三国に分かれてきました。 

また、武漢のシンボルのひとつである黄鶴楼。黄鶴楼

は中国の三大名楼の一つとして有名です。さらに、詩仙

李白が詠んだ漢詩にも有名です。実は、黄鶴楼の最初

の建設目的は、三国時代に孫権が軍事拠点として築い

たのです。武漢は交通の要衝として重要な位置を占め

ていたため、ここに軍事拠点を設置したのです。 

さて、歴史の面から武漢をご紹介しましたが、実は武

漢は技術や研究の分野でも中国を代表する都市です。

時間の関係で、ここでは自動車産業についてのみご紹

介させていただきます。プロモーションビデオでも紹介さ

れていたが、武漢は中国の自動車産業の中心のひとつ

であり、日系自動車メーカーの工場が多くあります。例え

ば、本田の本部が武漢にあります。だから、多くの日本

人のエンジニアと技術者がここで働いて、技術交流が続

いています。日中経済協力や日中友好関係の築きにも

取り組んでいます。 

武漢は、赤壁の戦いに代表される三国志の舞台とし

て、豊かな歴史を持つ一方で、ハイテク産業や自動車

産業など、未来を切り開く技術と文化も備えています。

歴史と未来の両方をあわせ持つのが、私の故郷・武漢

です。私自身も、中国の武漢から日本に来て勉強して

いますが、両国の交流の架け橋になりたいと思っていま

す。皆さんにも、ぜひ一度武漢に訪れていただきたいと

思います。 

最後に、先日、私は RYLAに参加させていただきまし

た。RYLAは青少年を対象としたリーダーシップ養成の

ための研修プログラムであり、今回のテーマは「未来のリ

ーダーを育む一日～デジタル時代のコミュニケーション

力～」でした。多くの仲間と一緒に学び合う中で、リーダ

ーシップに必要な姿勢について深く考える機会となりま

した。基調講演では、まず比田井先生の「与える者は与

えられる」というテーマでお話をいただきました。人と人と

の付き合いは感謝の気持ちを込めて行うことが大切だと

学びました。人に与える姿勢が、結果として自分に返っ

てくる。その循環が信頼関係を築き、リーダーとしての土

台になるのだと強く感じました。 

また、吉田先生の「ウェルビーイングを導く『雑談』とい

うコミュニケーション」の話しから、日常のちょっとした雑

談が時間の浪費ではなく、人間関係を深めるために必

要なものだと学びました。特に印象に残ったのは、先生

は、雑談にも方法があると教えてくださったことです。質

問はできるだけ具体的に聞く。小さな工夫が、安心感や

信頼関係の構築につながるのだと思いました。 

今回の RYLAに参加し、グループディスカッションを

通して、年齢や立場を超えて語り合い、デジタル化が進

む現代に必要な「人と人とのつながり」について改めて

考える機会となりました。未来のリーダーに必要なのは、

特別な才能ではなく、感謝の気持ちを持ち、人とのコミュ

ニケーションを大切にする力であると学びました。この経

験を今後の学生生活や将来の社会活動に活かしていき

たいと思います。以上で、ご清聴ありがとうございました。 

【点鐘 13：30】           村山会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

おいでませ～ 


